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  議長に渥美誠議員、副議長に平野岳子議員を選出 　 
 水道料金減額期間延長や、物価高に対する支援など補正予算41億円を可決     

5月
定例会

　５月定例会は、５月28日から６月24日まで
の28日間にわたって開催しました。本定例会
では、令和8年度一般会計補正予算や条例など
市長提出議案12件、人事案件4件のほか、意見
書５件などの審議を行いました。
　また、正副議長選挙を行い、議長に渥美誠議
員、副議長に平野岳子議員を選出しました。

◎議案を上程
　５月28日の本会議では、令和8年度一般会計補正予算(第2号)や浜松市税条例の一部改正
など計9件の市長提出議案を上程し、市長からの提案理由の説明の後、所管の各常任委員会
に審査の付託をしました。

◎代表質問に3議員、一般質問に8議員
　６月11日の本会議では、各会派の代表3人が代表質問を行い、市政の諸課題について市
の考えをただしました。また、訴えの提起について１件の市長提出議案を追加上程しまし
た。６月12日の本会議では4人、６月15日の本会議では4人が一般質問を行ったほか、早
期議決を要する追加議案１件について環境経済委員長から審査の経過と結果が報告された
後、原案のとおり可決しました。また、令和8年度一般会計補正予算(第3号)など２件の市
長提出議案を追加上程しました。

◎市長提出議案及び意見書を可決
　６月 24 日の本会議では、議案 11 件について、各常任委員長から審査の経過と結果が
報告された後、1 議員から令和 8 年度一般会計補正予算など 3 件に対する反対討論があり、
採決した結果、いずれも原案のとおり可決しました。また、静岡県後期高齢者医療広域連
合議会議員選挙を行ったほか、人権擁護委員などの人事案件について同意しました。この
ほか、議会提出議案として、意見書 5 件を可決し、国に対して、その実現を要望しました。
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◎5月定例会のあらまし



可 決 し た 主 な 議 案
8年度一般会計補正予算　総額41億4000万円

◆物価高騰などによる市民生活・家計などへ
の影響緩和のため、水道料金の減額期間を
令和８年９月30日使用分まで延長します。

2億8000万円

◆部活動の地域展開に向け、民間活力活用な
どによる持続可能な地域クラブ運営モデル
を構築します。 2106万円

◆物価高騰に伴う市民の負担軽減と温室効果
ガス削減に向け、省エネ性能の高い家庭用
エアコンの購入費用の一部を支援します。

1億2500万円

可 決 し た 意 見 書

◆バス路線の再編を見据え、中央区大久保地
区においてバス同士の乗り継ぎに関する実
証実験を行います。 1281万円

◆若者や女性に選ばれるまちを目指すため、
人口減少社会をテーマとしたフォーラムを
開催します。   495万円

意見書とは、国や県などが実施すべき事項について、議会の意思を意見と
してまとめ、内閣総理大臣や関係行政機関などに対して提出するものです。

◆消防団の持続可能な運営と地域防災力の強化に関する意見書
◆ドナーミルクの利用拡大を求める意見書
◆物流対策強化・自動運転施策の推進を求める意見書
◆自動運転移動サービス等の社会実装に向けた環境整備を求める意見書
◆全てのケアラーに対する包括的な支援と法的枠組みの整備を求める意見書

天竜区選出、72歳、当選6回

会派：自由民主党浜松
座右の銘：身

しん
土
ど

不
ふ

二
じ

趣味：ローイング競技、読書
抱負：自身の足元を振り返り、精神を
　　　集中し、物事の本質を見極めたい

浜名区選出、56歳、当選3回

会派：自由民主党浜松
座右の銘：愛

あい
郷
きょう

無
む

限
げん

趣味：書道、ソフトボール、ボウリング
抱負：議長を補佐し円滑な運営に努め
　　　分かりやすい発信で身近な議会へ

議 長 　 渥
あ つ み

美　誠
まこと

副議長　 平
ひ ら の

野　岳
た け こ

子

 5月定例会において、新しい正副議長を選出しました。 

◆物価高騰の影響を受けている市内の農業者
に向け、生産性向上などにつながる農業用
機器等の導入に対し補助金を交付します。

1億5150万円

◆重油及び灯油を使用する指定管理施設に
おいて安定的な市民サービスを提供するた
め、交付金により指定管理者を支援しま
す。 1700万円
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◎正副議長のプロフィール

補助金の活用が想定される
農業用機器

補助対象の要件を満たしてい
るかを確認できる統一省エネ
ラベル

本市が目指す地域クラブ活動「はまクル」

お問合せ先
カーボンニュートラル推進課
457-2503
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◎委員会の構成

委員会の構成委員会の構成

◎は委員長、○は副委員長◎は委員長、○は副委員長
委員の氏名は50音順に掲載委員の氏名は50音順に掲載

8年度の所属委員会は次のとおりです8年度の所属委員会は次のとおりです

議会運営委員会（8人）議会運営委員会（8人）
議会の運営、議会提案の条例・規則・意見書の調
整、その他議長からの諮問などに関すること
◎松本　康夫	 ○露木里江子	 ○花井　洋介
　太田利実保	 　小野田康弘　　神間　郁子
　齋藤　和志　　山崎とし子	 　

常 任 委 員 会常 任 委 員 会
総務	 （９人）
危機管理、秘書業務、広聴広報、企画、人事、組織編
成、政策法務、財政、税務などに関すること
◎小野田康弘	 ○森田　賢児	 　酒井　豊実
　鈴木　真人	 　花井　和夫	 　平野　岳子
　馬塚彩矢香　　松本　康夫	 　丸　　英之

厚生保健	 （９人）
高齢者・障害福祉、介護保険、国保年金、こども・若
者支援、子育て支援、保育、健康医療、保健などに
関すること
◎山崎とし子	 ○鈴木　裕之	 　小黒　啓子
　加茂　俊武	 　湖東　秀隆	 　斉藤　晴明
　須藤　京子	 　戸田　　誠	 　中野　和幸

環境経済	 （８人）

環境政策・保全、清掃、資源廃棄物、産業廃棄物、商工
業、観光振興、農林水産などに関すること
◎岩田　邦泰	 ○辻村　公子　　小泉　　翠
　齋藤　和志　　鈴木　　恵　　関イチロー	
　鳥井　德孝	 　松下　正行

建設消防	 （９人）

都市計画、土地政策、交通政策、公園緑地、土木、建
築行政、上下水道、消防などに関すること
◎井田　博康	 ○幸田惠里子	 　渥美　　誠	
　石津　陽子	 　太田　康隆　　北島　　定
　倉田　清一	 　露木里江子	 　遠山　将吾

市民文教	 （９人）

地域自治、市民協働、区役所、市民生活、文化政策、生
涯学習、文化財、図書館、スポーツ振興、学校教育
などに関すること
◎久米　丈二	 ○藤田　典良	 　大城　七瀬
　太田利実保	 　神間　郁子	 　黒田　　豊
　髙林　　修	 　花井　洋介	 　栁川樹一郎

特 別 委 員 会特 別 委 員 会
大都市制度・行財政改革 （11人）
大都市の行財政実態に対応した制度、区制度と住
民自治、行財政改革、浜松市総合計画基本計画の
策定に関すること
◎神間　郁子	 ○遠山　将吾	 　岩田　邦泰
　太田　康隆	 　加茂　俊武	 　小泉　　翠
　幸田惠里子　　酒井　豊実	 　鈴木　裕之
　戸田　　誠　　森田　賢児

地方創生	   （11人）

浜松市総合戦略、中山間地域の活性化、中心市街
地の活性化、企業誘致などに関すること
◎鈴木　真人	 ○露木里江子	 　北島　　定	
　鈴木　　恵　　須藤　京子      関イチロー	
　髙林　　修　　辻村　公子　　鳥井　德孝
　花井　洋介　　丸　　英之

大型公共施設建設　　　　（12人）

大型スポーツ施設、新病院の建設、新清掃工場の建
設に関すること
◎黒田　　豊	 ○久米　丈二	 　井田　博康
　大城　七瀬　　小黒　啓子　　湖東　秀隆	
　斉藤　晴明　　藤田　典良　　馬塚彩矢香
　松本　康夫	 　栁川樹一郎　　山崎とし子

危機管理・交通政策　   　（10人）

災害対策、新型感染症対策、道路ネットワーク、
交通安全対策、公共交通に関すること
◎倉田　清一	 ○中野　和幸	 　渥美　　誠
　石津　陽子	 　太田利実保　　小野田康弘
　齋藤　和志　　花井　和夫　　平野　岳子	
　松下　正行

天竜区	 　（10人）
天竜区の実態に対応した議会の取組、天竜区民
と議会をつなぐ仕組みに関すること
◎花井　和夫	 ○齋藤　和志	   小黒　啓子
　湖東　秀隆	 　鈴木　真人　　鈴木　　恵
　露木里江子　　戸田　　誠	 　藤田　典良
　山崎とし子
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◎常任委員会の状況  
総
務
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員
会
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健
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済
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会
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設
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防
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市
民
文
教
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常
任
委
員
会
の
状
況

６
月
16
日
に
開
催
し
た
各
委
員
会
で
の
審
査
の
概
要
で
す

●
根
洗
学
園
指
定
管
理
運
営
費
に
つ

　
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

質
疑
指
定
管
理
期
間
を
５
年
か

ら
３
年
に
短
縮
し
た
理
由
は
。　

答
弁
こ
の
先
の
人
材
確
保
や
処

遇
改
善
の
状
況
を
見
極
め
る
必
要

が
あ
る
こ
と
に
加
え
、
施
設
の
老

朽
化
対
応
な
ど
、
今
後
の
施
設
の

在
り
方
を
検
討
し
た
上
で
指
定
管

理
を
進
め
て
い
く
た
め
で
あ
る
。

　
　
　
実
施
事
業
者
が
限
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
非
公
募
で
指
定
管
理

者
の
選
定
を
行
う
考
え
は
あ
る
か
。

　
　
　
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
事
業
者
は
増
え
て
お
り
、

公
正
性
・
透
明
性
の
確
保
の
た
め
、

公
募
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

●
人
口
減
少
社
会
を
考
え
る
フ
ォ
ー

　
ラ
ム
開
催
事
業
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
未
来
を
選
択
す
る
会

議
及
び
浜
松
経
済
同
友
会
と
連
携

し
、
人
口
減
少
社
会
を
考
え
る
フ
ォ

ー
ラ
ム
を
開
催
し
、
併
せ
て
子
育

て
世
代
活
躍
企
業
コ
ン
テ
ス
ト
の

優
良
事
例
な
ど
の
発
表
も
行
う
。

質
疑
シ
ョ
ー
ト
ピ
ッ
チ
形
式
に

よ
る
各
企
業
か
ら
の
発
表
も
検
討

し
て
は
ど
う
か
。　
　
　
　
　
　

答
弁
現
段
階
で
は
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
予
定
し
て
い
る

が
、
連
携
団
体
と
の
協
議
の
中
で
、

シ
ョ
ー
ト
ピ
ッ
チ
形
式
の
活
用
な

ど
の
提
案
も
可
能
で
あ
る
。　
　

質
疑
現
地
及
び
オ
ン
ラ
イ
ン
配

信
に
よ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で

の
開
催
だ
が
、
終
了
後
に
ア
ー
カ

イ
ブ
配
信
は
あ
る
の
か
。　
　
　

答
弁
ア
ー
カ
イ
ブ
配
信
は
登
壇

者
の
了
承
が
前
提
と
な
る
た
め
、

現
時
点
で
は
決
定
で
き
な
い
が
、

で
き
る
限
り
ア
ー
カ
イ
ブ
を
残
せ

る
よ
う
交
渉
し
て
い
く
。　
　
　

●
部
活
動
地
域
展
開
等
推
進
事
業
に

　
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

質
疑
民
間
活
力
活
用
の
た
め
、

市
内
企
業
１
万
社
程
度
を
対
象
に

地
域
ク
ラ
ブ
活
動
支
援
の
意
向
を

調
査
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
企
業

か
ら
の
寄
附
金
を
想
定
し
て
い
る

か
。
ま
た
、
企
業
名
の
入
っ
た
の

ぼ
り
旗
の
掲
出
や
、
ユ
ニ
フ
ォ
ー

ム
の
着
用
に
よ
る
広
告
に
つ
い
て

は
問
題
な
い
か
。　
　
　
　
　
　

    

答
弁
企
業
か
ら
の
寄
附
や
広
告

も
支
援
の
１
つ
と
考
え
る
。
企
業

名
入
り
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
は
、

練
習
時
に
お
い
て
は
問
題
な
い
が
、

大
会
の
参
加
に
関
し
て
は
大
会
の

規
定
に
従
う
必
要
が
あ
る
。　
　

●
物
価
高
騰
対
応
農
業
用
機
器
等
導

　
入
支
援
事
業
に
つ
い
て　
　
　
　

　
　
　
　
　
一
次
募
集
で
申
請
多

数
に
よ
り
、
交
付
金
の
補
助
率
を

下
げ
て
交
付
決
定
を
し
た
た
め
、

当
初
設
定
の
補
助
率
も
し
く
は
補

助
上
限
額
ま
で
交
付
金
額
を
上
乗

せ
す
る
。
ま
た
、
一
次
募
集
で
交

付
決
定
を
受
け
て
い
な
い
者
を
対

象
に
追
加
募
集
も
行
う
。　
　
　

質
疑
一
次
募
集
の
申
請
状
況
と

上
乗
せ
分
の
申
請
方
法
は
。　
　

答
弁
一
次
募
集
の
申
請
は

168
件

あ
っ
た
。
改
め
て
上
乗
せ
分
の
交

付
申
請
書
を
提
出
し
て
も
ら
い
、

交
付
決
定
し
て
い
く
。
上
乗
せ
分

と
追
加
募
集
分
と
も
に
対
象
者
に

直
接
通
知
し
、
農
業
協
同
組
合
と

も
連
携
し
て
周
知
し
て
い
く
。　

●
公
共
交
通
再
構
築
実
証
事
業
に
つ

　
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

質
疑
大
久
保
地
区
で
実
証
運
行

を
行
う
理
由
は
。　
　
　
　
　
　

答
弁
発
着
地
点
と
な
る
舘
山
寺

線
の
狸
坂
バ
ス
停
及
び
志
都
呂
宇

布
見
線
の
つ
る
が
丘
入
口
バ
ス
停

付
近
は
、
幹
線
バ
ス
路
線
の
運
行

本
数
が
多
く
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
な
ど
の
商
業
施
設
が
あ
り
、

乗
り
換
え
・
接
続
地
点
と
し
て
の

適
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
選
定
し
た

も
の
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　

●
道
路
維
持
修
繕
事
業
に
つ
い
て　

質
疑
当
初
予
算
額
約
25
億
円
に

対
し
、
補
正
額
が
約
32
億
円
と
大

き
な
も
の
と
な
っ
た
理
由
は
。　

答
弁
今
回
の
補
正
は
国
の
補
助

内
示
に
伴
い
事
業
費
の
追
加
を
行

う
も
の
で
あ
る
が
、
予
防
保
全
に

関
す
る
事
業
に
つ
い
て
多
く
の
内

示
が
あ
り
、
国
土
強
靱
化
に
向
け

て
、
事
後
保
全
か
ら
予
防
保
全
に

シ
フ
ト
す
る
国
の
姿
勢
が
反
映
さ

れ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。　
　

当
局
説
明

質
疑

答
弁

根洗学園（中央区根洗町）

当
局
説
明

農業用ドローン

地域クラブの体験会の様子
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◎代表質問

質
問

寄
せ
ら
れ
る
地
域

住
民
の
声
を
外
国
人
と
の

共
生
に
反
映
す
べ
き
と
考

え
る
が
ど
う
か
。　
　
　

答
弁

多
文
化
共
生
セ
ン

タ
ー
に
は
、
年
間
約
６
千

件
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
。
外
国
人
市
民
か
ら

は
交
流
機
会
の
増
加
を
望

む
声
が
あ
る
一
方
、
一
部

の
地
域
住
民
か
ら
は
ご
み

出
し
や
騒
音
な
ど
の
相
談

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
相

談
に
は
外
国
人
の
理
解
不

足
に
よ
る
も
の
も
あ
る
た

め
、
多
言
語
チ
ラ
シ
で
の

対
応
や
、
相
談
員
が
現
地

に
赴
く
支
援
、
通
訳
・
翻

訳
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
ほ

か
、
自
治
会
役
員
向
け
研

修
で
は
相
談
内
容
を
テ
ー

マ
と
し
、
よ
り
よ
い
解
決

策
を
探
っ
て
い
る
。　
　

　
今
後
、
こ
れ
ら
の
施
策

を
着
実
に
進
め
る
と
と
も

に
、
８
年
度
に
実
施
予
定

の
日
本
人
と
外
国
人
市
民

の
意
識
実
態
調
査
の
結
果

を
踏
ま
え
、
多
文
化
共
生

施
策
に
反
映
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

①
事
業
承
継
支
援
の
現
状

と
今
後
の
取
組
は　
　

②
消
防
団
と
地
域
の
関
わ

り
を
強
め
る
支
援
策
を

③
栄
養
教
諭
に
よ
る
食
育

指
導
の
充
実
を　
　
　

創造浜松・国民民主党浜松
森田　賢児

地
域
の
声
を
丁
寧
に
聞
き

外
国
人
政
策
に
反
映
を　

多文化共生センターでの相談風景

 
代
表
質
問

６
月
11
日
に
は
、各
会
派
を
代
表
し
て
３
人
の
議
員
が

質
問
を
行
い
ま
し
た

質
問

中
心
市
街
地
に
お

け
る
土
地
利
用
規
制
の
緩

和
や
民
間
開
発
促
進
へ
の

支
援
、
駅
南
ま
ち
づ
く
り

指
針
の
方
向
性
は
ど
う
か
。

答
弁

都
市
機
能
の
誘
導

や
歩
行
者
の
回
遊
性
の
向

上
な
ど
に
よ
り
、
中
心
市

街
地
全
体
の
に
ぎ
わ
い
を

創
出
す
る
た
め
、
近
年
活

発
化
し
て
い
る
民
間
開
発

の
取
組
を
後
押
し
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。　
　

　
８
年
11
月
に
は
、
都
市

機
能
の
併
設
に
応
じ
た
容

積
率
緩
和
制
度
の
運
用
基

準
を
公
表
す
る
と
と
も
に
、

市
街
地
再
開
発
事
業
に
対

す
る
補
助
制
度
の
見
直
し

を
検
討
し
、
民
間
事
業
を

支
援
し
て
い
く
。
ま
た
、

駅
南
ま
ち
づ
く
り
指
針
の

策
定
で
は
、
駅
南
北
の
共

存
や
相
互
の
魅
力
補
完
、

回
遊
性
向
上
に
つ
な
が
る

よ
う
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
調
査

な
ど
を
踏
ま
え
た
開
発
動

向
の
分
析
に
よ
る
今
後
の

土
地
利
用
転
換
の
在
り
方

な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

①
上
下
水
道
部
技
術
職
員

の
育
成
・
確
保
策
は　

②
市
長
自
ら
に
よ
る
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
の
強
化
を

③
総
合
雨
水
対
策
計
画
の

重
点
エ
リ
ア
の
進
捗
は

自由民主党浜松
露木　里江子

中
心
市
街
地
の
再
生
に
向

け
、
さ
ら
な
る
取
組
を　

浜松駅周辺から駅南地区にかけて

質
問

自
転
車
通
行
空
間

整
備
の
進
捗
状
況
は
。
ま

た
、
本
年
4
月
の
道
路
交

通
法
改
正
に
伴
い
整
備
計

画
を
見
直
す
考
え
は
。　

答
弁

自
転
車
通
行
空
間

整
備
は
、
自
転
車
活
用
推

進
計
画
に
位
置
づ
け
た
自

転
車
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
路
線

の
約
121
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に

つ
い
て
、
11
年
度
の
完
了

を
目
途
に
、
自
転
車
交
通

量
や
自
転
車
関
連
の
交
通

事
故
が
多
い
路
線
な
ど
を

優
先
し
、
自
転
車
道
な
ど

の
整
備
を
実
施
し
て
い
る
。

7
年
度
末
ま
で
に
約
47
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
が
完
成
し
、

進
捗
率
は
約
4
割
で
あ
る
。

　
今
回
の
道
路
交
通
法
改

正
に
よ
り
、
自
転
車
の
左

側
通
行
の
遵
守
が
厳
格
化

さ
れ
る
ほ
か
、
自
動
車
が

自
転
車
を
追
い
抜
く
と
き

に
安
全
な
通
行
を
確
保
す

る
規
定
が
新
設
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
状
況
の
変
化
を

踏
ま
え
、
整
備
進
捗
を
確

認
す
る
中
で
、
期
間
を
含

め
計
画
を
検
証
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

①
地
球
温
暖
化
対
策
に
向

け
た
市
長
の
思
い
は　

②
溶
融
ス
ラ
グ
利
用
拡
大

で
循
環
経
済
の
推
進
を

③
イ
ン
ド
と
の
連
携
施
策

の
長
期
的
展
望
は

市民クラブ
岩田　邦泰

自
転
車
の
交
通
事
故
減
少

に
向
け
た
対
策
を　
　
　

インドとの連携強化に向け、インディア・ハマ
マツ・アドバイザリー・コミッティが発足
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◎一般質問  
一
般
質
問

質
問

サ
ザ
ン
ク
ロ
ス
地

区
か
ら
河
合
楽
器
通
り
へ

の
再
整
備
は
、
歩
道
空
間

の
拡
充
な
ど
具
体
的
な
整

備
方
針
を
持
っ
て
進
め
る

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
弁

サ
ザ
ン
ク
ロ
ス
地

区
は
、
朝
市
な
ど
、
に
ぎ

わ
い
創
出
の
取
組
が
行
わ

れ
て
い
る
一
方
、
沿
道
建

物
な
ど
の
老
朽
化
対
応
が

急
務
で
あ
る
。
ま
た
、
河

合
楽
器
通
り
は
路
線
バ
ス

経
路
と
し
て
浜
松
駅
と
南

地
域
を
つ
な
ぐ
主
要
道
路

で
あ
り
、
そ
の
北
側
に
並

行
す
る
市
道
掛
塚
砂
山
線

は
、
大
学
建
設
に
よ
り
、

多
く
の
学
生
や
関
係
者
の

往
来
が
予
想
さ
れ
る
。　

　
こ
の
た
め
、
駅
南
地
区

の
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
、

浜
松
駅
南
口
か
ら
サ
ザ
ン

ク
ロ
ス
地
区
、
河
合
楽
器

通
り
、
市
道
掛
塚
砂
山
線

の
有
機
的
な
活
用
を
検
討

し
、
回
遊
性
や
滞
留
を
生

み
出
し
、
歩
き
た
く
な
る

通
り
を
創
出
す
る
取
組
を

検
討
し
て
い
く
。　
　
　

そ
の
他
の
質
問

①
物
価
高
騰
に
伴
う
中
小

企
業
等
へ
の
支
援
策
は

②
松
菱
跡
地
再
生
に
向
け

具
体
案
の
早
期
提
示
を

③
道
の
駅
整
備
に
お
け
る

防
災
機
能
の
方
針
は　

黒田　豊
公明党

駅
南
地
区
の
再
整
備
の
方

向
性
は　
　
　
　
　
　
　

6
月
12
日
、15
日
に
は
、8
人
の
議
員
が

質
問
を
行
い
ま
し
た

質
問

市
内
大
学
連
携
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
設
立

目
的
と
目
指
す
将
来
像
は
。

答
弁

若
者
の
転
出
抑
制

や
転
入
増
加
に
向
け
、
選

ば
れ
る
進
学
先
や
就
職
先

と
し
て
、
市
内
の
大
学
や

企
業
の
魅
力
を
高
め
、
発

信
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ

の
た
め
、
高
校
、
大
学
、

関
係
機
関
と
の
連
携
を
強

化
し
、
市
内
企
業
へ
の
就

職
促
進
を
図
る
「
働
く
若

者
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち
浜
松

推
進
協
議
会
」
を
立
ち
上

げ
た
。
ま
た
、
市
内
大
学

へ
の
進
学
促
進
に
取
り
組

む
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を

設
立
し
、
市
、
大
学
、
商

工
会
議
所
が
、
教
育
環
境

の
整
備
を
促
進
す
る
ほ
か
、

大
学
の
知
的
資
源
を
生
か

し
た
地
域
や
企
業
の
課
題

解
決
を
目
指
し
て
い
く
。

　
こ
れ
ら
の
設
立
に
よ
り
、

進
学
か
ら
就
職
、
キ
ャ
リ

ア
形
成
ま
で
を
見
据
え
た

取
組
の
推
進
体
制
を
構
築

し
、
若
者
に
選
ば
れ
る
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

①
休
日
部
活
動
で
多
様
な

活
動
機
会
の
提
供
を　

②
高
齢
者
が
孤
立
し
な
い

体
制
整
備
の
強
化
を　

③
地
域
バ
ス
に
は
地
元
負

担
に
配
慮
し
た
支
援
を

神間　郁子
自由民主党浜松

若
者
に
選
ば
れ
る
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
を　
　
　
　

都田・新都田地区を走るにこにこバス

質
問

近
年
の
地
震
で
は
、

津
波
だ
け
で
な
く
河
川
堤

防
の
沈
下
な
ど
に
よ
る
越

水
被
害
も
発
生
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
静
岡
県
第
５

次
地
震
被
害
想
定
や
浜
松

市
地
域
防
災
計
画
に
天
竜

川
の
堤
防
沈
下
・
決
壊
に

よ
る
被
害
想
定
を
位
置
づ

け
、
市
民
の
生
命
を
守
る

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
弁

静
岡
県
第
４
次
地

震
被
害
想
定
に
よ
る
天
竜

川
流
域
の
津
波
浸
水
想
定

で
は
、
堤
防
の
沈
下
を
考

慮
し
て
計
算
さ
れ
て
お
り
、

津
波
に
よ
る
浸
水
は
河
口

部
の
み
と
な
っ
て
い
る
。

　
第
５
次
地
震
被
害
想
定

の
策
定
作
業
で
は
、
天
竜

川
堤
防
の
耐
震
性
評
価
に

つ
い
て
、
国
の
津
波
浸
水

想
定
の
設
定
の
手
引
き
を

参
考
に
河
川
管
理
者
で
あ

る
国
土
交
通
省
と
調
整
し

て
い
る
と
聞
い
て
お
り
、

策
定
後
の
県
の
被
害
想
定

に
基
づ
き
、
必
要
に
応
じ

て
本
市
津
波
避
難
計
画
な

ど
に
反
映
し
て
い
く
。　

そ
の
他
の
質
問

①
予
備
自
衛
官
兼
業
許
可

緩
和
で
業
務
に
弊
害
は

②
ガ
ソ
リ
ン
・
軽
油
代
や

光
熱
費
の
直
接
支
援
を

③
新
野
球
場
へ
の
民
間
投

資
の
可
能
性
は　
　
　

北島　定
日本共産党浜松市議団

防
災
計
画
に
天
竜
川
堤
防

沈
下
に
よ
る
被
害
想
定
を

4年9月23日の台風第15号による洪水被害
（中央区安間川中流）

サザンクロス入口付近



◎一般質問
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質
問

総
合
雨
水
対
策
計

画
で
一
般
エ
リ
ア
と
な
る

刑
部
川
、
三
和
川
下
流
部

の
雨
水
対
策
と
、
細
江
地

区
排
水
機
場
へ
の
排
水
管

理
シ
ス
テ
ム
導
入
は
。　

答
弁

過
去
の
豪
雨
に
よ

る
刑
部
川
や
三
和
川
下
流

域
で
の
浸
水
状
況
に
関
す

る
調
査
結
果
か
ら
、
刑
部

川
で
は
都
田
川
の
水
位
上

昇
に
よ
る
流
出
量
低
下
が

判
明
し
た
た
め
、
８
年
度

に
、
内
水
対
策
施
設
の
詳

細
設
計
を
行
う
。
三
和
川

は
流
下
断
面
の
確
保
が
可

能
な
た
め
、
７
年
度
末
ま

で
に
河
道
掘
削
を
完
了
し

た
。
今
後
、
両
河
川
で
浚

渫
な
ど
に
よ
り
排
水
能
力

の
確
保
を
実
施
し
て
い
く
。

　
ま
た
６
年
か
ら
、
細
江

地
区
の
５
つ
の
排
水
機
場

の
遠
隔
監
視
制
御
を
行
う

排
水
管
理
シ
ス
テ
ム
導
入

に
向
け
た
事
前
調
査
を
実

施
し
て
い
る
。
調
査
結
果

を
踏
ま
え
、
事
業
主
体
の

県
と
連
携
し
、
同
シ
ス
テ

ム
の
早
期
導
入
を
目
指
す
。

そ
の
他
の
質
問

①
若
者
の
政
策
提
案
支
援

と
そ
の
予
算
化
を　
　

②
新
た
な
認
定
農
業
者
の

創
出
へ
の
取
組
を　
　

③
区
再
編
後
も
地
域
課
題

を
捉
え
た
事
業
実
施
を

加茂　俊武
自由民主党浜松

細
江
地
区
の
豪
雨
対
策
と

排
水
機
場
の
整
備
状
況
は

令和５年発生の豪雨による細江地区の浸水状況

質
問

学
校
風
土
や
自
浄

作
用
、
学
校
自
治
の
視
点

か
ら
、
こ
ど
も
が
主
体
的

に
関
わ
る
力
を
育
む
た
め
、

ど
う
取
り
組
む
の
か
。　

答
弁

教
職
員
に
は
、
こ

ど
も
の
思
い
を
受
け
止
め
、

適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
助

言
を
し
、
対
話
を
支
え
る

伴
走
者
と
し
て
の
役
割
が

求
め
ら
れ
る
。
伴
走
支
援

の
も
と
で
こ
ど
も
が
主
体

的
に
活
動
す
る
こ
と
で
、

自
浄
作
用
の
あ
る
親
和
的

な
学
校
風
土
が
醸
成
さ
れ

て
い
く
。
こ
の
よ
う
な
自

律
的
な
好
循
環
を
生
む
学

校
づ
く
り
に
向
け
、
こ
ど

も
が
実
社
会
や
地
域
と
つ

な
が
る
機
会
を
確
保
し
て

い
く
。

　
あ
わ
せ
て
、
教
職
員
の

意
識
を
従
来
の
一
斉
指
導

か
ら
、
主
体
性
を
引
き
出

す
伴
走
支
援
へ
転
換
し
て

い
く
必
要
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
優
れ
た
取
組
の
横
展

開
や
研
修
な
ど
を
通
じ
、

伴
走
者
と
し
て
の
資
質
能

力
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

①
浜
松
型
学
び
の
多
様
化

学
校
の
在
り
方
検
討
を

②
新
武
道
館
整
備
は
多
面

的
な
視
点
か
ら
検
討
を

③
新
美
術
館
の
コ
ン
セ
プ

ト
の
方
向
性
は　
　
　

藤田　典良
自由民主党浜松

学
校
生
活
に
お
け
る
こ
ど

も
の
主
体
性
の
育
成
を　

新たな整備に向けた検討が進められている
現在の美術館（中央区松城町）

質
問

誰
も
が
ワ
ー
ク
ラ

イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
実
現
で

き
る
よ
う
、
職
場
に
お
け

る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ

の
解
消
が
必
要
と
考
え
る

が
ど
う
か
。　
　
　
　
　

答
弁
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ

プ
の
解
消
に
は
、
そ
の
背

景
に
あ
る
ジ
※
２

ェ
ン
ダ
ー
バ

イ
ア
ス
の
解
消
が
重
要
で

あ
る
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
イ

ア
ス
は
職
場
に
お
け
る
役

割
分
担
の
み
な
ら
ず
、
昇

給
や
昇
進
に
も
影
響
を
及

ぼ
し
、
将
来
的
な
活
躍
機

会
や
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
制

約
す
る
要
因
に
な
る
も
の

と
認
識
し
て
い
る
。　
　

　
こ
の
た
め
、
８
年
度
は
、

市
内
の
企
業
と
従
業
員
双

方
を
対
象
と
し
た
実
態
調

査
を
行
い
、
女
性
の
就
業

継
続
へ
の
影
響
な
ど
を
把

握
し
て
い
く
。
今
後
は
、

調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
性

別
に
関
わ
ら
ず
誰
も
が
能

力
を
発
揮
し
、
安
心
し
て

働
き
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
職
場
環
境
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
。　
　
　
　
　

そ
の
他
の
質
問

①
美
術
館
で
ア
ー
ト
の
可

能
性
を
広
げ
る
取
組
を

②
誰
も
が
利
用
し
や
す
い

公
共
交
通
へ
再
構
築
を

③
Ｃ

※
３

Ｎ
Ｆ
の
活
用
に
向
け

た
取
組
の
支
援
を　
　

鈴木　真人
市民クラブ

職
場
に
お
け
る
ジ

※
１

ェ
ン
ダ

ー
ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消
を　

 
兵
庫
県
豊
岡
市
が
作
成
し
た

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
解
消
戦
略

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」

出
典：豊
岡
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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質
問

広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
要
衝
で
あ
る
浜
松
い

な
さ
Ｉ
C
周
辺
に
、
天
竜

材
の
集
積
・
加
工
・
流
通

を
行
う
拠
点
や
木
造
備
蓄

倉
庫
な
ど
を
集
中
誘
致
す

る
こ
と
に
よ
り
、
森
林
資

源
の
付
加
価
値
と
雇
用
を

創
出
し
て
は
ど
う
か
。　

答
弁

浜
松
い
な
さ
Ｉ
C

周
辺
は
、
将
来
的
に
高
速

道
路
の
結
節
点
と
な
る
こ

と
か
ら
、
物
流
施
設
や
豊

富
な
森
林
資
源
を
生
か
し

た
木
材
・
木
製
品
製
造
業

の
立
地
に
向
け
て
、
優
位

性
が
高
ま
る
と
想
定
し
て

い
る
。　
　
　
　
　
　
　

　
本
市
で
は
、
多
様
な
分

野
の
企
業
誘
致
が
産
業
の

裾
野
を
広
げ
る
と
と
も
に
、

地
域
活
性
化
に
も
つ
な
が

る
と
考
え
、
企
業
の
生
産

設
備
投
資
な
ど
に
対
す
る

支
援
を
行
っ
て
い
る
。
今

後
も
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉

え
、
地
域
経
済
の
発
展
に

資
す
る
企
業
の
立
地
実
現

に
向
け
て
、
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
く
。　
　
　

そ
の
他
の
質
問

①
新
城
引
佐
線
に
お
け
る

歩
道
整
備
の
進
捗
は　

②
民
有
地
に
あ
る
慰
霊
碑

の
維
持
管
理
に
支
援
を

③
農

※
４

村
歌
舞
伎
の
公
開
活

用
を
推
進
す
る
施
策
を

戸田　誠
自由民主党浜松

浜
松
い
な
さ
Ｉ
C
周
辺
を

木
材
利
活
用
先
進
拠
点
に

広域ネットワークの要衝である浜松いなさIC

質
問
ま
ち
な
か
に
お
け

る
障
害
者
と
の
共
生
に
向

け
て
、
福
祉
の
視
点
で
中

心
市
街
地
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
考
え
は
。　
　

答
弁
交
通
な
ど
の
利
便

性
が
高
く
、
都
市
機
能
が

集
積
す
る
中
心
市
街
地
は
、

多
様
な
人
々
が
暮
ら
し
、

働
く
場
、
交
流
す
る
場
と

な
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
福

祉
の
視
点
を
取
り
入
れ
る

こ
と
で
、
誰
も
が
安
全
・

安
心
・
快
適
に
過
ご
せ
る

中
心
市
街
地
を
実
現
で
き
、

に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
つ
な

が
る
と
考
え
る
。　
　
　

　
中
心
市
街
地
活
性
化
ビ

ジ
ョ
ン
で
は
、
「
福
祉
・
医

療
・
子
育
て
支
援
な
ど
の

多
様
な
サ
ー
ビ
ス
が
充
実

し
、
誰
も
が
地
域
の
中
で

自
分
ら
し
く
過
ご
せ
る
居

場
所
」
を
目
指
す
と
し
て

い
る
。
今
後
は
、
庁
内
連

携
の
さ
ら
な
る
強
化
を
図

る
こ
と
で
、
多
様
な
人
々

を
包
摂
す
る
居
場
所
と
し

て
機
能
す
る
よ
う
、
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

①
こ
ど
も
た
ち
を
守
る
た

め
の
包
括
的
性
教
育
を

②
女
性
相
談
支
援
員
へ
の

研
修
な
ど
人
材
育
成
を

③
飼
い
猫
の
不
妊
手
術
に

対
す
る
助
成
を　
　
　

中
心
市
街
地
の
ま
ち
づ
く

り
に
福
祉
の
視
点
を　
　

令和８年６月１５日　須藤京子 一般質問資料　

第４次浜松市障がい者計画　わかいやすい版より

第４次浜松市障がい者計画
（わかりやすい版より抜粋）

須藤　京子
自由民主党浜松

用

語

解

説

ジ※
１ェ

ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
（
８
ペ
ー
ジ
）

　
性
別
に
よ
る
機
会
や
待
遇
な
ど
の
格
差
の
こ
と
。

ジ※
２ェ

ン
ダ
ー
バ
イ
ア
ス
（
８
ペ
ー
ジ
）

　
性
別
に
よ
る
先
入
観
や
偏
見
の
こ
と
。

Ｃ※
３Ｎ

Ｆ(

セ
ル
ロ
ー
ス
ナ
ノ
フ
ァ
イ
バ
ー)

（
８
ペ
ー
ジ
）

　
木
材
等
植
物
の
主
成
分
の
セ
ル
ロ
ー
ス
を
ナ
ノ
レ
ベ

ル
ま
で
細
か
く
解
き
ほ
ぐ
し
た
繊
維
状
の
物
質
。
環
境

負
荷
が
少
な
く
、
軽
量
か
つ
高
強
度
な
ど
、
優
れ
た
特

性
を
有
す
る
素
材
と
し
て
、
幅
広
い
用
途
へ
の
利
用
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。

農※
４村

歌
舞
伎
（
９
ペ
ー
ジ
）

　
江
戸
時
代
か
ら
伝
わ
る
素
人
歌
舞
伎
。
市
内
に
は
、

か
つ
て
村
人
に
よ
る
芝
居
が
上
演
さ
れ
た
と
伝
わ
る
神

社
な
ど
も
あ
る
。
現
在
は
、
横
尾
歌
舞
伎
（
浜
名
区
引

佐
町
）
が
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
に
、
雄
踏
歌
舞
伎

（
中
央
区
雄
踏
町
）
な
ど
が
市
認
定
文
化
財
に
な
っ
て

い
る
。
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◎トピックス

　可美小学校 6 年生 123 名が議場見学に来てくださいました。

　当日は、議場での模擬議会や委員会室の見学などを通じて、市議会の仕組みについて楽し
みながら学んでいただきました。

　皆さんの意見や要望を市議会に届ける方法として、請願・陳情・
要望があります。これらはいつでも市議会に提出することができ
ますが、内容を審査する会議の日程上、その都度、提出期限を設
けています。
　詳しくは、浜松市議会までお問い合わせいただくか、市議会
ホームページを御覧ください。　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　（調査法制課 　０５３－４５７－２５１３）
　

請願　本会議上程の後、委員会での審査を経て、本会議で採決し、内容に賛成か賛成　　　　　
できないかを決めます。なお、請願の提出には、市議会議員の紹介が必要です。

　
陳情

　
委員会で審査し、採決します。陳情書の提出には、市議会議員の紹介は必要あ　             
りません。

　要望　委員会で協議し、内容を聞きおきます。要望書の提出にも、市議会議員の紹介
　             は必要ありません。
なお、郵送又はオンラインにより提出された陳情、要望は、委員会での審査はせず、会派
に配付し、議員に周知する取扱いとなります。

議場見学を行いました（6 月 26 日）

市議会に意見や要望を届けるには？

議場に入ったときはとても緊張しましたが、席に座ると本物の議員になったような
気持ちになりました。

　このほか、西小学校や水窪小学校の皆さんが議場見学に来
てくださいました。

　年間を通じて市内小中学校やこども会などから、随時議場
見学の申し込みを受け付けています。

市にはたくさんの仕事があり、これを一つ一つ全議員が話し合って決めることは大
変だから、学校と同じように、仕事の種類により会を分けて、細かいことを話し合
う「委員会」というものがあることを初めて知りました。
面白い会議をしてみんなからいろいろな意見が出て、教室ではなかなか意見が出な
い人でもたくさんの意見を言えていいなと思いました。

・

・

・

☆児童の感想☆

詳しくはこちら▶
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◎政務活動費の決算状況

令和７年度　政務活動費の決算状況
（単位：円）

会派名

 項　目

自由民主党 
浜松 市民クラブ 公明党 創造浜松・

国民民主党浜松
日本共産党 
浜松市議団

浜松市政 
向上委員会

市民サポート 
浜松

23人 7人※1 5人 5人 3人 1人 1人

交　付　額 41,400,000 12,300,000 9,000,000 9,000,000 5,400,000 1,800,000 1,800,000

預 金 利 息 32,864 8,223 5,644 4,095 3,489 1,804 1,386

収　入　計 41,432,864 12,308,223 9,005,644 9,004,095 5,403,489 1,801,804 1,801,386

調査研究費 5,794,280 1,680,715 528,842 1,276,973 263,480 15,260 0

研　修　費 520,146 116,248 235,240 7,622 0 132,282 0

広　報　費 8,366,501 2,368,567 1,570,227 3,516,760 1,358,331 0 1,173,448

広　聴　費 2,277,254 432,843 127,370 4,662 28,750 34,156 0

要請・陳情活動費 596,874 3,182 10,434 0 0 6,345 0

会　議　費 461,406 240,594 90,127 22,200 0 1,262 0

資料作成費 267,623 0 447,598 218,563 98,678 0 0

資料購入費 1,189,091 890,914 413,956 154,920 135,450 50,841 145,286

人　件　費 10,572,790 4,782,181 3,585,979 3,743,014 1,263,162 183,456 0

事 務 所 費 2,943,568 676,646 203,416 131,216 1,857,089 384,497 285,218

支　出　計 32,989,533 11,191,890 7,213,189 9,075,930 5,004,940 808,099 1,603,952

返　納　額 
（預金利息含む） 8,443,331 1,116,333 1,792,455 4,095 398,549 993,705 197,434

※１　令和８年１月 20 日、市民クラブ所属議員１人が辞職し、７人から６人になりました。

政務活動費は、1 人当たり月額 15 万円に各月 1 日における会派の所属議員数を乗じて得た額を交付して
います。

　「浜松市議会議員の請負の状況の公表に関する条例」では、浜松市議会における請負状況の透明
性を確保し、もって議会の運営の公正及び事務の執行の適正を図るため、議員が前会計年度におけ
る議員個人（議員が個人事業主の支配人である場合を含みます）と浜松市との請負（工事請負、業
務委託、役務提供、物件納入などの取引で、市が対価の支払をすべきもの）についての報告書を議
長へ提出すること、またその報告書を公表することについて定めています。
　令和8年6月に浜松市議会議員から提出された、令和7年4月1日の属する会計年度における請負
状況を報告する「請負状況報告書」を、8月28日から本庁市政情報室や各区役所及び各行政センタ
ーの市政情報コーナーで閲覧できます。また、同日から、浜松市議会ホームページに掲載します。

詳細は、議会総務課までお問合せください。（☎ 053-457-2505）

請 負 状 況 の 公 表 に か か る 報 告 書 を 閲 覧 で き ま す
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紙上美術館

浜松市議会では、インターネットによる本会議・委員会
のライブ中継と録画配信を行っています。
ぜひ御覧ください。

再生紙を使用しています

紙面に関するお問合せ
浜松市議会事務局　調査法制課
☎０５３－４５７－２５１３

〔
８
月
〕

19
日　
各
常
任
委
員
会

31
日　
議
会
運
営
委
員
会

〔
９
月
〕

7
日　
本
会
議（
9
月
定
例
会
開
会・

　
　
　
議
案
上
程
）

8
日　
各
常
任
委
員
会

11
日　
議
会
運
営
委
員
会

14
日　
本
会
議（
採
決・決
算
上
程
）

　
　
　
決
算
審
査
特
別
委
員
会

24
日　
議
会
運
営
委
員
会

25
日　
本
会
議（
代
表
質
問
）

28
日　
本
会
議（
一
般
質
問
）

〔
10
月
〕

1
日　
決
算
第
２
分
科
会

2
日　
決
算
第
１
分
科
会

5
日　
決
算
第
２
分
科
会

6
日　
決
算
第
１
分
科
会

21
日　
決
算
審
査
特
別
委
員
会

23
日　
議
会
運
営
委
員
会

26
日　
本
会
議（
決
算
採
決
）

今
後
の
議
会
活
動
の
予
定

No.194

　香月美菜（1989–）は、絵具を単なる素材としてではなく、主役として捉える
「絵具を見る絵画」という独自の表現を追究する。入念な事前準備を経て呼吸を整
えると、カンヴァス上にのせた大量の青い絵具を、刷毛を付けた手製の道具で引き
伸ばしていく。香月が青色に強く惹かれるのは、世界最古の合成顔料が古代エジプ
トで生み出された青色であることに由来する。使用する絵具は自ら混色したもので、
制作環境によって変化する気温や光に応じて調合を微細に変え、その色味は250色
を超える。行為を最小限に抑えた一筆描きにこだわることで生まれる青色のグラ
デーションは、画面の奥深くから発光しているようにも見える。なお、作品タイト
ルにはそれぞれの制作に要した時間がつけられている。

浜松市美術館ホームページ　
「いま、私は現代アートと出会う」　8月30日(日）まで開催
開館時間：午前9時30分 ～ 午後5時（入館は午後4時30分まで）

  天竜区の現地視察を行いました（4 月 15 日～ 27 日）

　天竜区民の意見を行政に反映する仕組みづくりの
ため、天竜区の現状と課題をより詳細に把握するこ
とを目的に、天竜区特別委員会で天竜区5地区（天
竜、佐久間、春野、水窪、龍山）の現地視察を行い
ました。
　実際に現地を確認し、地区ごとに課題が異なるこ
とを再確認し、新たな仕組みを作る上で、議会とし
て丁寧に取組を進めていくことが重要であると再認
識しました。

佐久間病院（佐久間地区） 市道水窪白倉川線沿いの水道施設（水窪地区）
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